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北海道に分布する火山灰地盤の支持力特性について 
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１．はじめに 

北海道には広い範囲に多種の火山灰質土が分布してい

る。火山灰質土は浅い深度から分布しており，軽量な建

物では直接基礎の支持地盤に採用されることが多くあ

る。火山灰質土の支持力は，Ｎ値からの支持力公式で推

定した場合，砂質土や礫質土とは堆積様式や構成粒子が

異なるため、小さくなる場合がある。当報告では，これ

まで実施した平板載荷試験や孔内水平載荷試験で得られ

た支持力特性の特徴について報告する。 

 

２．火山灰質土の分布範囲 

北海道に分布する火山灰質土の分布図を図－１に示

す。本報告で使用する火山灰質土のデータは，道央地区

に分布する火山灰や軽石であり，火山起源や堆積環境の

違いから，以下の５種に区分される。 

降下火砕堆積物：(支笏・恵庭・樽前降下軽石) 

火砕流堆積物：(支笏・クッタラ軽石流堆積物) 

このうち，降下火砕堆積物は道央と道東のほぼ全域を

覆っている。また，支笏軽石流堆積物は大規模火砕流で

あり，札幌～千歳～早来～苫小牧～白老の広い範囲に分

布する。 
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⑨十勝溶結凝灰岩

⑩層雲峡・安足間川溶結凝灰岩

⑪無加溶結凝灰岩

⑫阿寒軽石流堆積物
⑬クッチャロ軽石流堆積物
⑭摩周軽石流堆積物
⑮音根別溶結凝灰岩

En

 

図－１ 北海道の火山灰質土分布図※１ 

 

 

３．火山灰質土の土質試験結果 

本報告の主体となる火山灰質土の室内土質試験結果を

表－１に示す。 

表－１ 火山灰質土の物理的性質 

 
 

土粒子の密度は，支笏軽石流堆積物や支笏降下軽石で

粒子の多孔質性の違いにより，低くなる傾向にある。 

自然含水比は降下火砕堆積物で30～200％と広い範囲

になるが，火砕流堆積物では30～75％と範囲が狭くなる。 

代表的な火山灰質土の粒径加積曲線を図－２に示す。

降下火砕堆積物は火山噴出後の空中運搬時に粒径淘汰が

生じるため，細粒分含有率は20％以下と少ない。火砕流

堆積物は Uc＞10であり，粒径幅が広い土である。 

 

図－２ 火山灰質土の粒径加積曲線 

 

４．火山灰質土の支持力特性 

（１）孔内水平載荷試験による支持力 

孔内水平載荷試験は，ボーリング孔内において孔壁を

加圧することにより地盤の変形係数 EB，降伏圧 Py およ

び極限圧 Pl を把握するために実施される。 

孔内水平載荷試験で得られた支持力特性とＮ値の関係

を図－３に示す。火山灰質土の極限圧と降伏圧は同程度

のＮ値を示す砂・礫質土よりも大きいことが確認された。 

火山灰：Py≒50×Ｎ (kN/㎡)，Pl≒80×Ｎ (kN/㎡) 

砂質土：Py≒30×Ｎ (kN/㎡)，Pl≒50×Ｎ (kN/㎡) 

礫質土：Py≒25×Ｎ (kN/㎡)，Pl≒40×Ｎ (kN/㎡) 

基礎の支持力ｑは，極限圧力 Pl や初期圧力 Po から， 

ｑ＝ｑo＋ｋ(Pl－Po) 2) が提案されている。 

この式から算出される火山灰質土の支持力ｑは，ｑo

（根入れによる全土被り圧）を無視し，k（基礎形状）＝1，

安全率(旧基準を参考)を３とした場合，ｑ＝(15～50)×

Ｎ(kN/㎡)であり，同じＮ値の砂・礫質土よりも大きな支

持力が期待される。 

【17】
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（２）平板載荷試験による支持力 

平板載荷試験は，地盤に設置した載荷板(直径

300mm)に作用する荷重と沈下量の関係から，地盤反力

係数や極限支持力などの基礎地盤の変形および支持

力特性を把握するために実施される。 
平板載荷試験で得られた支持力特性とＮ値の関係を図

－４に示す。Ｎ値が10程度までの火山灰質土の極限圧と

降伏圧は孔内水平載荷試験と同様に同じＮ値の砂・礫質

土よりも大きいことが確認された。 

火山灰：Py≒50×Ｎ (kN/㎡)，Pl≒85×Ｎ (kN/㎡) 

砂質土：Py≒25×Ｎ (kN/㎡)，Pl≒40×Ｎ (kN/㎡) 

礫質土：Py≒15×Ｎ (kN/㎡)，Pl≒25×Ｎ (kN/㎡) 

 

図－４ Ｎ値と支持力特性(降伏圧・極限圧)の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市厚別区において，火山灰質土を対象に同じ深度

で孔内水平載荷試験と平板載荷試験を実施した。火山灰

質土の降伏圧は，両試験ともに同程度の値が得られた。 

 

表－２ 異なる原位置試験で実施した火山灰の降伏圧 

 
 

５．まとめ 

原位置試験から得られた支持力特性とＮ値の関係を表

－３に示したが、火山灰質土の支持力特性は同じＮ値の

砂・礫質土よりも大きいことが確認された。火山灰質土

は，構造物の重要度や荷重の大きさによっては，直接基

礎の支持地盤となる可能性があるため，原位置試験を積

極的に提案し実施していきたい。 

 

表－３ Ｎ値と降伏圧、極限圧の平均的な関係 
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図－３ 孔内水平載荷試験で得られた支持力特性とＮ値の関係 
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